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紹　

介
山
崎
勝
昭
著
『
俗
地
と
文
人
―
幕
末
期
大
坂
の
萩
原
広
道
―
』

稲　

本　

紀　

佳

　

本
書『
俗
地
と
文
人
―
幕
末
期
大
坂
の
萩
原
広
道
―
』は
、
幕
末
期
に『
源

氏
物
語
評
釈
』
な
ど
を
著
し
た
文
人
で
あ
る
萩
原
広
道
と
、
広
道
が
晩
年
活

動
し
た
大
坂
と
い
う
地
と
の
関
わ
り
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
「
俗
地
」
と
い
う
言
葉
は
大
坂
を
示
し
て
い
る
が
、
広
道
自
身
も
書

簡
の
中
で
「
文
雅
に
理
解
を
示
す
こ
と
の
少
な
い
」
土
地
、
と
い
う
意
味
で

大
坂
に
対
し
て「
俗
地
」と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
お
り
、
同
じ
意
味
で「
不

文
之
地
」
と
も
表
現
し
て
い
る
。

　

本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
細
目
は
省
略
し
た
。

は
じ
め
に
／
凡
例

第
一
部　
「
俗
地
」
の
大
坂

　

一
、
三
都
の
中
の
大
坂

　

二
、
仮
寓
の
地
の
大
坂

　

三
、
ネ
ッ
ト
を
繋
ぐ
者
た
ち

第
二
部　

仮
寓
武
士
役
人
の
町

　

一
、
仮
寓
の
武
士
役
人
た
ち

　

二
、
仮
寓
武
士
役
人
と
大
坂
の
塾

　

三
、
大
坂
代
官
竹
垣
直
道
と
京
摂
の
文
人

　

四
、
有
功
・
翁
満
論
争
と
竹
垣
直
道

第
三
部　

仮
寓
文
人
の
町

　

一
、「
書
肆
の
町
」
大
坂

　

二
、
大
坂
仮
寓
文
人
た
ち
と
そ
の
著
作

　

三
、
野
之
口
隆
正
の
こ
と

第
四
部　

文
人
萩
原
広
道
と
大
坂

　

一
、
岡
山
の
萩
原
広
道

　

二
、
大
坂
書
肆
と
萩
原
広
道

　

三
、
広
道
の
著
作
活
動

　

四
、
俗
地
の
文
人
萩
原
広
道

あ
と
が
き
／
人
名
索
引

　

著
者
で
あ
る
山
崎
勝
昭
氏
は
、
以
前
に
『
萩
原
広
道
』
上
・
下
（
ユ
ニ
ウ

ス
、
二
〇
一
六
年
）
を
上
梓
さ
れ
て
お
り
、
同
書
で
は
、
萩
原
広
道
の
伝
記

的
研
究
が
一
〇
〇
〇
頁
以
上
を
費
や
し
て
実
証
的
に
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

広
道
の
周
辺
人
物
に
つ
い
て
も
多
数
の
史
料
に
基
づ
い
て
幅
広
く
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
幕
末
期
の
文
化
人
の
交
流
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
萩
原

広
道
研
究
の
み
な
ら
ず
、
幕
末
文
人
研
究
全
体
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
の
あ

る
良
著
と
言
え
る
。

　

一
方
、
本
書
は
、
大
坂
と
い
う
文
人
が
居
つ
か
な
い
俗
地
と
、
そ
の
俗
地

で
長
い
年
月
を
過
ご
し
、
結
果
的
に
大
坂
で
没
す
る
こ
と
と
な
っ
た
文
人
・

萩
原
広
道
の
関
わ
り
、
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
で
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、『
萩

原
広
道
』
と
同
様
、
荻
原
広
道
だ
け
で
な
く
、
同
時
代
に
大
坂
に
仮
寓
し
て

い
た
武
士
、
文
人
の
活
動
や
、
彼
ら
の
交
流
の
様
子
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
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て
い
る
。

　

第
一
部
～
第
三
部
は
、
俗
地
・
大
坂
の
実
態
に
つ
い
て
、
江
戸
、
京
、
大

坂
そ
れ
ぞ
れ
の
気
質
な
ど
を
比
較
し
た
同
時
代
史
料
な
ど
を
も
と
に
論
じ
ら

れ
て
い
る
。
文
雅
に
価
値
を
見
出
さ
な
い
気
質
の
商
人
が
多
い
と
さ
れ
、
文

人
が
訪
れ
て
は
去
っ
て
い
く
土
地
で
あ
っ
た
大
坂
だ
が
、
実
際
の
大
坂
に
は

商
人
以
外
の
知
識
階
層
、
つ
ま
り
江
戸
か
ら
派
遣
さ
れ
て
仮
寓
す
る
武
士
役

人
な
ど
が
多
数
存
在
し
て
い
た
と
い
う
。
著
者
は
、
俗
地
で
あ
る
は
ず
の
大

坂
に
、
文
化
と
密
接
に
か
か
わ
る
書
肆
が
多
数
あ
り
、
書
籍
が
多
量
に
版
行

さ
れ
て
い
た
要
因
は
、
知
識
階
層
で
あ
る
仮
寓
武
士
に
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
指
摘
す
る
。

　

書
籍
の
執
筆
者
と
し
て
は
、
武
士
と
同
様
に
大
坂
に
仮
寓
し
て
い
た
文
人

た
ち
が
挙
げ
ら
れ
る
。
荻
原
広
道
の
師
で
あ
る
野
之
口
隆
正
も
大
坂
に
仮
寓

し
て
い
た
文
人
で
あ
り
、
在
坂
中
に
多
数
の
著
作
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
武

士
と
文
人
・
歌
人
と
の
交
流
の
様
子
も
多
彩
な
史
料
か
ら
概
観
さ
れ
て
お
り
、

大
坂
の
文
化
の
発
展
に
仮
寓
武
士
・
文
人
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た
様
子
が

う
か
が
え
る
。

　

第
四
部
で
は
荻
原
広
道
の
来
歴
や
執
筆
活
動
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

広
道
は
大
坂
で
生
計
を
立
て
る
た
め
、
執
筆
活
動
の
他
に
板
下
書
き
の
仕
事

も
し
て
い
た
。
大
坂
の
出
版
に
深
く
関
わ
っ
た
広
道
と
大
坂
書
肆
と
の
密
接

な
関
係
を
、
出
版
や
金
銭
を
巡
る
書
肆
と
の
書
簡
の
や
り
と
り
や
序
文
の
記

述
な
ど
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
興
味
深
い
。
ま
た
、
広
道
以

外
の
文
人
と
大
坂
書
肆
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
大
変
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て

お
り
、
幕
末
期
の
大
坂
出
版
史
研
究
に
と
っ
て
も
示
唆
に
富
む
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

　
『
俗
地
と
文
人
』と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
本
書
は
萩
原
広
道
を

中
心
的
な
研
究
対
象
と
し
な
が
ら
も
、
同
時
期
大
坂
で
活
動
し
て
い
た
文
化

人
に
つ
い
て
も
広
く
扱
っ
て
い
る
。
幕
末
期
大
坂
に
居
住
し
た
武
士
と
文
人
、

あ
る
い
は
書
肆
と
文
人
の
関
係
性
、
文
化
交
流
の
様
子
に
つ
い
て
も
、
様
々

な
史
料
を
も
と
に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
武
家
文
化

史
研
究
、
出
版
史
研
究
に
と
っ
て
も
有
益
な
内
容
と
言
え
、
こ
れ
ら
の
研
究

に
携
わ
る
研
究
者
に
と
っ
て
一
読
の
価
値
の
あ
る
、
優
れ
た
一
冊
と
な
っ
て

い
る
。（

ユ
ニ
ウ
ス
、
二
〇
一
八
年
六
月
、
四
四
〇
頁
、
三
、五
〇
〇
円
＋
税
）

（
い
な
も
と
・
の
り
か　

本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
修
了
生
）
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